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とともに、この活動を通して見たり感じたりしたこ
とが、本書でも取り上げられ、また、今後のヒント
になることがあったことは、これからも活動を続け
ていく上で、大きな糧となると感じている。
最後に、日本経済がこれから成長していくには、
新しい公共は欠かせず、人と人との繋がりはさらに
重要なものとなっていくであろう。新しい公共が活
性化し、それを活用しながら、広域都市圏も含んだ
大都市圏が引っ張り、地方圏も巻き込んでいくよう
なスパイラルになることで、これからの日本経済が
良くなっていくことを期待したい。
（岩波書店、2012年7月）
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